『イリュストラシオン』 : 19世紀の挿絵入り新聞 by 久保 昭博 & Akihiro Kubo
18
No.86
　19 世紀前半のフランスは、新聞や雑誌といった定期刊
行物が大きな発展を遂げた時代である。エミー ル・ド・ジ
ラルダンの『プレス』紙や、アルマン・デュタックの『シエー
クル』紙（ともに 1836 年に創刊された日刊紙）が、新聞
の世界にもたらした二つの変化は、この点においてとりわ
け重要な意味を持つ。その一つが広告の導入である。こ
れにより、購読料の大幅な引き下げが可能になった。フ
ランスにおける定期刊行物の歴史を包括的に示した『フラ
ンス定期刊行物全体史』（P.U.F., 1969, vol.2）には、この
価格改定が 「新たな時代の『産業的』定期刊行物を予告
し、エリ トーに限定されたオピニオン紙から、情報紙ない
し民衆的新聞への移行を準備した」と書かれている。もう
一つ、コンテンツ面において定期購読者層の拡大に貢献し
たのが、「フイユトン」すなわち連載記事欄、とりわけその
花形ジャンルであった連載小説（ロマン・フイユトン）であ
る。これはもちろん、「お堅い」記事だけでは飽きてしまう
読者たちに楽しみを与え、さらには「続きが読みたい！」と
いう欲望を抱かせることで彼らを囲い込むための仕掛けに
他ならない。日本では今も続く （フランスの新聞にはもは
やない）この連載小説という文学ジャンルは、新聞雑誌の
大衆化のみならず、文学の大衆化をも加速させ、「産業文
学」という言葉を生みだしもした。いずれにせよこの時期に、
定期刊行物は内容や形式を多様化させつつ発展し、ほぼ
すべての階層の人々の生活にしっかりと根を下ろしはじめる
ことになるのだ。
　さて、これら19 世紀の定期刊行物のなかでも独特の位
置を占めているのが、木版画による挿絵入りの媒体である。
1833 年にエドワール・シャルトンによって創刊され、百科
事典的な知識を親しみやすく提供することを目指した週刊
紙『マガザン・ピトレスク』や、やはり同じ年に、こちらは
ジラルダンによって庶民をターゲットとして創刊され、外国
の風物や人物伝、歴史読み物といった「雑学」的知識と同
時に、当代一流の作家─バルザック、ユゴー、デュマ等々
─の作品を提供した『ミュゼ・デ・ファミー ユ』がその最初
期のものとして有名である（ともに本学図書館に所蔵されて
いる）。それから10 年後、これらの新聞に引き続いて現れ
るのが、今回紹介する『イリュストラシオン』である。
　この『イリュストラシオン』は、『マガザン・ピトレスク』
のシャルトンに加え、ポーラン、ジョアンヌそしてデュボシェ
という四人により、1843 年に創刊された挿絵入り週刊紙だ。
先行する二つの新聞から引き継いだものは人脈的にもあっ
ただろうが、『イリュストラシオン』の特色は、これらよりも
価格を高く設定して比較的富裕なブルジョワジーに狙いを
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つけ、またその前年にイギリスで創刊された『イラストレイ
ティッド・ロンドン・ニュ スー』を模範として、挿絵を用いた
ニュ スー新聞という方針をとった点にある。
　「我々の目的」と題された創刊号（1843 年 3 月 4 日）巻
頭言を見てみよう。ここには、新機軸を打ち立てようとする
発行者たちの意図を明瞭に見て取ることができる。
　「イリュストラシオン」という語を引き立てたのがこの世
紀の趣味なのだから、それを選び取ろうではないか！　
我々は新たな定期刊行物の新たな様式の特徴を記すため
にこの語を用いるだろう。
　公衆が今日熱望しているもの、他の何にもまして求めて
いるもの、それは現在起こっていることをできるだけはっき
りと知ることである。必然的に短く、不完全な報告という
手段しか持たない新聞が、こうした願望を満足させうる状
態にあるだろうか。そうは思えない。読者には実際に見た
と思わせるくらいはっきり理解させなければならないのに、
ほとんどの場合、新聞は物事を曖昧にしか理解させること
ができないのである。ではこの目的をより良く達成するため
に、定期刊行物を充実させる手段はないのだろうか。いや、
一つある。長い間看過されてきたとはいえ、古くから存在
する勇壮な方法であり、我々が声を高らかに用いようとして
いるのもその方法である。読者よ、諸君はいま木版画のこ
とを述べたのだ。
　これでもかと言うくらいに意気込みが伝わってくる文章
だ。それもそのはず、『イリュストラシオン』が刊行された
1840 年代は、定期刊行物にとって激動の時代であった。
発行人たちは、それまで顧みられることの少なかった木版
画という「古くて新しい」手段を用い、現代世界で起きてい
ることを、より「はっきり」と─「イリュストラシオン」には「挿
絵」と同時に「例証」の意味がある─伝えることに活路を
見出そうとしたにちがいない。その目論見がどのような結
果となったかは、実際に 『イリュストラシオン』をめくって
みればすぐに分かるだろう。時事問題から風俗にいたるま
で、当時の社会の諸相が質の高い木版画によって描写され
ていることが一目で見て取れるはずだ。こうした文字通りの
「イメージ戦略」が成功し、また、後にはカラー図版や写
真も積極的に取り入れることで、『イリュストラシオン』は、
1944 年までほぼ 1 世紀にわたって続く希有な新聞となり得
たのである（ただし本学に所蔵されているのは 1911 年 12
月号まで）。
　巻頭言に戻ろう。先の引用は次のように続いている。「も
し芸術家の天才が、作家の天才に想を得て、その物語を
華 し々いイメー ジに翻訳しないとしたら、書物はもはや半分
しか語らない〔……〕。」この言葉が示しているのは、 「イメー
ジ」と「テクスト（本文）」の価値が同等であると発行人た
ちが考えているということだ。もはや「挿絵」は文字情報
に従属し、それに彩りを添えるだけのものではなく、それ
自体で「語る」ものである。「挿絵」 がこのように主役級の
地位を得たのは、ガヴァルニやグランヴィルといった当代
きっての挿絵画家・風刺画家たちの功績によるところが大
きい。ときには目を見張るような繊細さを示し、ときにはユー
モラスな漫画といった趣を示す彼らの絵には、一個の芸術
作品といっても過言ではないものも少なくない。しかしなに
より興味深いのは、世相を「伝える」ことを目的とした図版
を通してあらわれてくる当時の人々の視線である。各部署
が連携して巨大機械のような様相を示している郵便局を描
く図版や、電気や電話、産業機械といった新たな技術を
グランヴィルの挿絵 　29 号 (1843.9.16)
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紹介するカタログや設計図のような図版、さらにそうした新
技術が一堂に会して魅惑的な舞台を作り出す万国博覧会
の華麗な図版、あるいは逆に、事故や戦争や病疫などをセ
ンセーショナルに伝える図版……。これらの「写実的」な
図版が我々に示してくれるのは、当時の社会や風俗の「客
観的な」状況というよりも、むしろその時代を生きた人々
が何を見ようとして、何を見ようとしなかったのかということ、
さらに言えば彼らの視線を規定する集合的な心性であり、
興味関心であり、夢や想像であり、また不安や怖れである。
ジュルナル・ユニヴェルセル
　「ジュルナル・ユニヴェルセル」すなわち「ユニバーサル
な新聞」であることをサブタイトルで謳い、巻頭言では「政
治、戦争、産業、風習、演劇、服飾と家具調度品のモー
ドに関するあらゆるニュ スーを我々は視野に入れる」と述
べている『イリュストラシオン』が扱う対象は幅広い。その
ことを、実際の紙面の構成を見ながら確認してみよう。例
としてとりあげるのは、1846 年 3 月に発行された第 158 号
である。
　この号の巻頭記事に置かれているのは、商標や航海等
に関する法律の貴族院における審議を報告する「今週の歴
史」である。この政治欄の後で、謝肉祭にまつわる三面記
事的な出来事を伝える「パリ通信」、カミー ユ・ドゥーセの
韻文喜劇『腕白狩り』など三つの劇に関する批評である「演
劇と音楽時評」が続く。この批評の特徴は、大判の挿絵
によって舞台の様子を再現しようとするところにある。その
後はがらりと趣向が変わり、シャルル・フーリエの理論につ
いての「ファランステール」と題された記事が置かれる。こ
こでは、フーリエの構想した協同体が、その独自の建造物
や、教育論ならびに「愛」の理論、そして収益の分配方
法などのテーマを通じ、好意的に詳述されている。
　フーリエ論の後に続くのは、より「現実的」な二つの記
事だ。一つは「フランスの港」という連載で、地中海に面
した港湾都市トゥーロンのさまざまな機能についてのもので
ある。この時期の『イリュストラシオン』では、郵便や鉄
道など、産業革命の時代を反映して産業構造の紹介がし
ばしばなされており、この記事もそうした関心に応えたもの
だろう。もう一つが「フランスの馬の品種」。これは読んで
字のごとく、コー、ポワティエ、ノルマンディー 等フランス
各地の馬をそれぞれの特徴とともに記述する記事である。
大きく描かれた馬のイメージが作り出す紙面が印象的だ。
なお、もう一つの文化欄がこれら二つの記事に挟まれるよ
鉄道郵便の挿絵 　291 号 (1848.9.23)
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うにあることも述べておかねばならない。それが連載小説
で、この時に掲載されていたのは、イギリスの作家セオド
ア・フックの自伝的作品『ギルバ トー・ガーニー』の翻訳で
ある。また本については、「書誌欄」が設けられ、旅行記
作家として知られるグザヴィエ・オメー ル・ド・エルの大著『カ
スピ海のステップ、コーカサス、クリミア半島そして南部ロ
シア』など数冊の新刊書が紹介されていることも付け加え
ておこう。
　最後にくるのが「モ ドー欄」である。この号では、謝肉
祭が終わり、仮面舞踏会の季節が始まろうとしている時期
にぴったりのファッションの提案がなされている。二人の若
い女性が並び立つ図版に寄せられているのは、「若い娘」
のこのような描写。「マラブーでできた二つの蝶結びを髪に
のせ、白いサテンの下着の上に、つぶした白のモール糸と
刺繍がほどこされた白いドレスを着用し……。」現代の女性
誌にも通じるこの記事を見て、それから約 10 年後に出版さ
れるフローベールの代表作『ボヴァリー夫人』の次の一節
を思い出す人もいるかもしれない。
　エンマは席を替え、テーブルに肱をついて、『イリュスト
ラシオン』を拾い読みした。このモ ドー雑誌は彼女が自宅
から持参したものだった。レオンはそばに腰かけて、ふた
りはいっしょに絵をながめ、ページの下までくると待ち合わ
せた。（山田𣝣訳）
　ヨンヴィル＝ラベイという（架空の）田舎町で、エンマが
眺めていたのも『イリュストラシオン』であった。彼女は流
行通信だけでなく、演劇批評や美術展の紹介、さらには
王侯貴族ら現在なら「セレブ」と呼ばれそうな人たちにつ
いての記事なども読みながら、都会の華やかな暮らしへの
憧憬を強めていったことだろう。小説家が「モ ドー雑誌」
と形容したこの新聞は、ブルジョワ女性の夢や欲望をかき
立てる媒体でもあったのだ。
 
　ここまで、『イリュストラシオン』の一号を通じて、その
初期のフォーマットを概観してみた。この新聞によって映し
出されている、当時のブルジョワジーの生活と関心の多様
性がこの素描から多少なりとも見て取れたかと思われる。
この豊かさを保ちつつ時代とともに変化を遂げ、前述した
ようにおよそ一世紀にわたって合計 5293 号を発行した総
合紙『イリュストラシオン』が、19 世紀半ばから 20 世紀
前半にかけてのフランスにおける社会、文化、風俗、そし
て文学芸術を理解する上で第一級の史料であることは言う
までもない。アプローチの仕方次第で、この新聞は、近現
代フランスのさまざまな姿を示してくれることだろう。
　すでにいくつかの試みは成されている。「『イリュストラ
シオン』そのものに歴史を語らせる」という観点からこの
新聞を読み解き、19 世紀人たちの社会的想像力の諸相を
明らかにした小倉孝誠の著作、『19 世紀フランス　夢と創
造─挿絵入新聞『イリュストラシオン』にたどる』（人文書
院、1995 年）や、この新聞の創刊号から1900 年までの
日本関連記事を訳出し、当時のフランス人たちが日本とい
う「異国」に向けた視線を浮かび上がらせた、朝比奈美知
子の編訳になる『フランスから見た幕末維新「イリュストラ
シオン日本関係記事集」から』（東信堂、2004 年）は、日
本語で読めるその重要な成果だ。そしてこれらに続く鉱脈
探しを行うのは、我々の仕事である。
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